
 上田地域定住自立圏構想  
 

上田地域定住自立圏形成協定調印  
  

 平成 24年 10月 9日（火）、上田地域定住自立圏形成に関する協定書の調印式が上田市役所で行われました。 

 

 

 

 

 

熊川村長と母袋市長 



定住自立圏形成協定内容 
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定住自立圏構想の概要 

 定住自立圏構想とは、今後、我が国の人口が急速に減少することが予想される中、中心市（注 1）とその周辺市町村（注 2）が人口定住のために「集約とネットワーク」の考え

方に立ち、中心市において生活に必要な都市機能を整備するとともに、周辺市町村において必要な生活機能を確保し、中心市と周辺市町村が互いに連携・協力することにより、

圏域全体の活性化を図っていく、国の政策です。 

注 1 中心市：人口 5万人以上、昼夜間人口比率（昼間人口を夜間人口で除して得た数値）が 1以上の市 

注 2 周辺市町村：中心市と近接し、経済、社会、文化または住民生活などにおいて密接な関係を有する市町村（中心市に対する通勤・通学者の割合が 0.1 以上の市町村、及

び中心地と人口定住のために連携する意思を有する市町村等） 

 

関連情報 

総務省「定住自立圏構想」ホームページ 

 

 

 

 

 

 

http://www.city.ueda.nagano.jp/files/seiki/0010/20110202152153339.pdf
http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/kenkyu/teizyu/index.html


定住自立圏の形成手順 

 定住自立圏を形成し、各種取り組みを進めるためには、次の 3つの手続きを経る必要があります。 

1. 中心市宣言 

 中心市宣言は、周辺にある市町村と地域全体における人口定住のために連携しようとする中心市が、圏域として必要な生活機能の確保に関して中心的な役割を担う意思を

有すること等を明らかにし、公表するものです。上田市は、平成 23年 2月 3日に中心市宣言を行いました。 

2. 定住自立圏形成協定の締結 

 中心市宣言を行った中心市と、その周辺にある市町村が、人口定住のために必要な生活機能の確保に向けて、議会の議決を得て１対１で締結する協定です。 

 協定の締結に当たっては、「生活機能の強化」「結びつきやネットワークの強化」「圏域のマネジメント能力の強化」の３つの分野から、それぞれ１以上の取り組みを行なう必要

があります。 

 嬬恋村は上田市の中心地宣言に伴い、嬬恋村議会の議決を経て、平成２４年１０月９日に上田市と定住自立圏形成協定を結びました。なお上田市は、平成 23 年 7 月 23 日

に 5市町村(東御市、青木村、長和町、坂城町、立科町)との間で既に定住自立圏形成協定を締結しています。 

3. 定住自立圏共生ビジョンの策定 

 上田市では、平成 23年 12月 8日に上田地域定住自立圏共生ビジョンを策定しました。 

 今後嬬恋村が加わったため協定書に記載されている取組項目に基づき、民間や地域の関係者を構成員とした「圏域共生ビジョン懇談会」で計画変更の検討を行い、上田市

が中心になって共生ビジョンを策定します。 

 

http://www.city.ueda.nagano.jp/hp/seiki/0010/20110202151055082.html#5
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上田地域定住自立圏の形成 

 上田市は、JR 長野新幹線、しなの鉄道、上田電鉄別所線が上田駅で接続し、上信越自動車道上田菅平インターチェンジを有するなど交通の要衝にあり、大規模商業施設や

中心市街地の形成、各種事業所の集積、史跡上田城跡をはじめとする歴史遺産の存在など、圏域の中心都市として、政治・経済・文化の中心的な役割を担っています。 

 また、東御市、青木村、長和町、坂城町、立科町においても農業・商工業等の産業はもとより貴重な歴史・文化資産、掛け替えのない自然環境など優れた地域資源を有して

おり、圏域の住民はこれまでも相互に往来することでその恩恵を享受し、広域的な結びつきを強めています。 

 こうしたことから、地域の将来を見据えた場合、上田市及び周辺市町村が持つ様々な資源を有効に活用するとともに、それぞれが役割を果たしながら圏域全体の発展を図っ

ていくことが重要であると考えています。 

 上田市は、地域の母都市としての気構えと中心市としての自覚を持ち、周辺市町村との連携を更に深め、圏域全体を視野に入れながら必要な生活機能を確保し、将来にわ

たり安心して暮らし続けられる、魅力溢れる上田地域定住自立圏の形成を目指すことといたしました。 

 

 

 

 

 

 



上田市への通勤通学割合が 0.1以上である市町村 

 東御市、青木村、長和町、坂城町、立科町は、上田市への通勤通学割合が 0.1以上である市町村です。 

市町村名 人口 就業･就学者数 常住就業就学者数 通勤･通学割合 

上田市 163,651人 ― ― ― 

東御市 31,271人 4,804人 17,952人 0.268 

青木村 4,774人 1,187人 2,538人 0.468 

長和町 7,304人 1,179人 3,956人 0.298 

坂城町 16,463人 1,816人 9,360人 0.194 

立科町 8,237人 607人 5,141人 0.118 

合計 231,700人 ― ― ― 

嬬恋村 10,858人 
   

(平成 17年国勢調査) 

 嬬恋村は、中心地である上田市の周辺市町村として、人口定住のために連携する意思を有する村として参加します。 

 

 



推進体制 

 上田地域定住自立圏の形成に向け、上田市と周辺市町村が役割分担と相互の連携・協力の下に行う取組等について協議するため、上田地域定住自立圏連絡協議会を設

置しています。連絡協議会の体制は以下のとおりです。 

○上田地域定住自立圏連絡協議会 

  【構成】・上田市長及び周辺市町村長 

  【任務】・定住自立圏の形成に関する協議及び調査に関すること 

       ・定住自立圏推進要綱に基づく定住自立圏形成協定に関すること 

       ・定住自立圏推進要綱に基づく定住自立圏共生ビジョンに関すること 

       ・上記に掲げるもののほか、協議会の目的を達成するために必要な事項 

○上田地域定住自立圏連絡幹事会 

  【構成】・上田市政策企画局長及び政策企画課長、周辺市町村の企画担当課長 

  【任務】・協議会への提案事項その他の協議及び調整 

○上田地域定住自立圏検討部会 

  【構成】・取組事項に関係する市町村の職員 

  【任務】・取組事項に関係する調査・研究 

 



嬬恋村の取組経過・予定 

 

時期 概要 

平成 22年 12月 
上田市長から村長に定住自立圏形成に向けた検討を呼びかけ 

取組事項に関係する調査・研究 

平成 23年 2月 3日 上田市中心市宣言 

7月 27日 定住自立圏形成協定締結（東御市、青木村、長和町、坂城町、立科町） 

8～11月 上田地域定住自立圏共生ビジョン懇談会による共生ビジョン(案)の検討 

12月 上田地域定住自立圏共生ビジョン策定(12月 8日) 

平成 24年 4月 嬬恋村の具体的な取組内容の検討・調整 

９月 10日 上田市との定住自立圏形成協定の締結 

10月 9日 定住自立圏形成協定締結 

11月～ 上田地域定住自立圏共生ビジョン検討、策定（予定） 

 

 

 



※中心市宣言 

 平成 23年 2月 3日に記者会見を開催し、上田市長が上田地域定住自立圏の形成に向けた最初のステップとなる「中心市宣言」を行いました。 

 また、中心市宣言時には、周辺市町村から、東御市長、青木村長、長和町長、坂城町長、立科町長にも御同席いただきました。 

中心市宣言書 （PDF 114KB）  

※上田地域定住自立圏形成協定 

 平成 23 年 7 月 27 日、上田市長、東御市長、青木村長、長和町長、坂城町長、立科町長が出席し、上田地域定住自立圏形成協定合同調印式を開催し、上田市と各周辺市

町村との間で定住自立圏形成協定を締結しました。 

※上田地域定住自立圏共生ビジョン 

 上田市では、平成 23年 7月 27日の定住自立圏形成協定の締結後、「上田地域定住自立圏共生ビジョン懇談会」での検討を経て、構成市町村との協議を行い、平成 23年 1

2月 8日、上田地域定住自立圏共生ビジョンを策定しました。 

 上田地域定住自立圏共生ビジョン （PDF 341.2KB）  

 

http://www.city.ueda.nagano.jp/files/seiki/0010/20110203153817496.pdf
http://www.city.ueda.nagano.jp/files/seiki/0010/20111213102447992.pdf


※平成２４年１０月９日に上田地域定住自立圏に参加する市町村長が集まりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左から羽田長和町長、花岡東御市長、小宮山立科町長、母袋上田市長、熊川嬬恋村長、宮原青木村長、山村坂城町長 


